
を含めた総合的な視点から環境などに負荷の少ない材料が

求められている．本稿では，異なる機能を持つ高分子と低

分子からなる有機ハイブリッド材料を構築し，水素結合や

相分離構造の精密制御により制振，形状記憶，自己粘着等

の複数の機能を付与し，使用中で発生した機能の低下や喪

失に対応して自己修復機能を持ち，使用後は熱等により水

素結合を切断して分子ごとに分別回収するような高機能性

と環境適合性を両立できる新規エラストマー材料の創出を

試みた一連の研究について解説した．水素結合と機能性低

分子の組み合わせは機能性エラストマーにおいて大きな発

展の可能性を秘めていると考えられる．今後は，実用化の

ために，機能性の発見とともに低分子の最適設計や実用化

を目指した耐久性等の評価や改良も進むと思われる．

参 考 文 献

１）Wu, C., Yamagishi, T., Nakamoto, Y., Ishida, S., Nitta, K., Kubo-

ta, S. : J. Polym. Sci., Part B : Polym. Phys., 38, 2285（2000）
２）Wu, C., Nomura, T., Mihara, T., Hashimoto, K.: U.S. Pat.

09/363749

３）Wu, C., Yamagishi, T., Nakamoto, Y., Ishida, S., Nitta, K., Kubo-

ta, S. : J. Polym. Sci., Part B : Polym. Phys., 38, 1341（2000）

４）井上清博，伊藤哲也，住田雅夫：日ゴム協誌，74，186，（2001）
５）古川猛夫，高橋芳行，堀　光雄，大平康幸：高分子学会予稿集，

47，3959（1998）
６）Wu, C. : Chinese J. Polym. Sci., 19, 455（2001）
７）Wu, C., Yamagishi, T., Nakamoto, Y., Ishida, S., Kubota, S.,

Nitta, K. : J. Polym. Sci., Part B: Polym. Phys., 38, 1496（2000）
８）Guth, G. : J. Appl. Phys., 16, 20（1945）
９）呉　馳飛，新田晃平：高分子論文集，57，449（2000）
10）Wu, C., Mori, K., Otani, Y., Namiki, N., Emi, H. : Polymer, 42,
8289（2001）

11）Wu, C., Yamagishi, T., Nakamoto, Y. : Polym. Int., 50, 1095（2001）
12）Wu, C., Yamagishi, T., Nakamoto, Y., Ishida, S., Nitta, K. : J.

Polym. Sci., Part B : Polym. Phys., 38, 2943（2000）
13）Wu, C. : J. Mater. Sci. Lett., 20, 1389（2001）
14）日経ニューマテリアル，54，40（1988）
15）中山和郎：日ゴム協誌，63，529（1990）
16）Sperling, L. H. : Polymeric Muti Component Materials, Wiley

Inter Science（1997）

17）Ogawa, T., Yamada, T. : J. Appl. Polym. Sci., 53, 1663（1994）
18）Wu, C., Akiyama, S. : Polym. J., in press

19）Wu, C. : J. Appl. Polym. Sci., 80, 2468（2001）
20）Wu, C. : J. Polym. Sci. B : Polym. Phys., 39, 23（2001）
21）小川俊夫：日本接着学会誌，34，263（1998）
22）Wu, C., Otani, Y., Namiki, N., Emi, H., Nitta, K. : Polym. J., 33,
322（2001）

（ 44 ）４８２

日本ゴム協会誌高分子と低分子からなる有機ハイブリッドにおける新しい緩和およびその機能発現

豆　知　識　⑭

Melvin Mooney（1893-1968）
ムーニー粘度計やムーニーのひずみエネルギー関数に名

を残したムーニーはカンザスシティで生まれ、ミズーリ大

学卒業後シカゴ大学に進み物理学のPh. D. を取得した．

その後U. S. Rubber Company（後のユニロイヤル）の研究

所に職を得て，彼のゴムの研究が始まった．

最初の仕事は天然ゴムのレオロジー特性の研究で，応力

と変形特性を解明するためにムーニー粘度計を開発した．

ゴムのレオロジー研究の傍ら加硫ゴム特性に関する実験と

理論的研究も行い，ゴムが非圧縮性を持つことを実験的に

検証し，更にムーニーのひずみエネルギー関数を提案した．

また，せん断力によってゴムの中に他のゴムが混入する現

象はミクロンオーダーのレオロジー流動単位で生じること

を明らかにし，晩年にはゴムの分子論的な研究も行った．

そして，退職後も亡くなる直前までレオロジー学会に参加

し続けた．

彼の趣味はオーケストラやクァルテットでのビオラ演奏

とテニスだった．シャイな性格だったがレオロジー学会で

核戦争の脅威に対して核廃絶を訴える行動力も有してい

た．1936年Binghamメダル受賞．1968年Goodyearメダ

ル受賞．1971年国際的ゴム科学の殿堂入り．

参考文献：ACS Rubber Division, ”Vignettes from the

International Rubber Science Hall of Fame（1958-1988）”

（1989）

（㈱ブリヂストン　中島　幸雄）

MELVIN MOONEY（1893-1968）


